

「全国学力・学習状況調査」の集計結果データの利用申出書（匿名データ）様式２（別添２）

匿名データ及び中間生成物の利用者全員の氏名、所属機関名、職名、及び個々の利用場所
（注）記載する欄が不足する場合は、適宜記入欄を追加してください。
１．利用者について（ただし、学部学生については省略可能であるが、公表時に名前が入る可能性のあるものについては必須）
利用者の情報を、利用場所ごとに記入してください。また、各利用場所に丸数字を付してください。
	利用場所
（機関名だけでなく、建物の名称及び研究室名まで
具体的に記載してください。）
	区分
（※）
	氏名
	所属機関名
	職名
（学生の場合は学年）

	（例）
	●●大学●号館３階30x号室
	◎
	●●　●●
	●●大学大学院●●研究科
	教授

	①
	
	
	
	
	

	〃
	〃
	
	
	
	

	②
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



（※）「区分」欄には、以下に該当する者に○を記入してください。なお、利用場所ごとに１名以上に○が付された状態になるようにしてください。
	記号
	区分
	該当する者の範囲
	備考

	◎
	・申出者（第２の３）
・申出者以外で匿名データの保管及び管理を行う者（第３の２(1)②(ⅰ)）
	・第４の３に規定する研究者及び大学院生等（ただし、所属機関内に自己の管理責任で鍵をかけることができる利用場所を持つ者のみ）
	各利用場所で１名以上。

	○
	・利用者（◎又は△に該当する者を除く。）
	・第４の３に規定する研究者及び大学院生等
・大学等に所属する学部学生
	



２．所属機関内ではない場所を利用場所とする利用者について
１．において所属機関内ではない場所を利用場所とする者がいる場合、該当者全員についてそれぞれ以下の情報を記入してください。
	氏名
	利用場所が所在する機関での身分　（※該当する方にチェックを付けてください。）

	
	□　利用場所が所在する機関での身分も保有している（客員研究員等）。
　　（→当該機関での職名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（※ガイドライン（匿名データ編）第４の７(2)②として、当該機関での身分が分かる書類等の写しを申出書に添付して提出してください。）
□　利用場所が所在する機関での身分は保有していない。
（※ガイドライン（匿名データ編）第４の７(2)②として、当該機関で匿名データ及び中間生成物を利用できる根拠を示す資料（様式自由）を作成し、申出書に添付して提出してください。）

	
	□　利用場所が所在する機関での身分も保有している（客員研究員等）。
　　（→当該機関での職名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（※ガイドライン（匿名データ編）第４の７(2)②として、当該機関での身分が分かる書類等の写しを申出書に添付して提出してください。）
□　利用場所が所在する機関での身分は保有していない。
（※ガイドライン（匿名データ編）第４の７(2)②として、当該機関で匿名データ及び中間生成物を利用できる根拠を示す資料（様式自由）を作成し、申出書に添付して提出してください。）
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